
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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年

有

資格・検定名
種
別

受験者数 合格者数

介護福祉士 ② 　　28人 　　　3人

人
人
人
％

％

（令和 3

2 名 6 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
早期に個人面談を実施、個人カルテを作成し、面談記録を記載のうえ、適切な学生指導を継続的に行う。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和3年4月1日時点において、在学者37名（令和3年4月1日入学者を含む）

令和4年3月31日時点において、在学者34名（令和4年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

学力不振、学校生活への不適合

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.wakasa-iryo.com/course/nursing-welfare/index.html

令和4年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
１年次より個別面談を行い、将来に向けての志望を明確にし
ており、最終年次には、面接指導も行っている。

■卒業者数 28
■就職希望者数 28

■主な就職先、業界等（令和2年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
介護老人保健施設、介護老人福祉施設、病院、訪問介護事業所、
グループホーム

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得す
るもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数 28
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合

： 100

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：7月21日～8月31日
■冬　 季：12月22日～1月12日
■学年末：3月23日～3月31日

卒業・進級
条件

履修すべき全ての科目を修得した者に対し、進級判定会議の審
議を経て進級を認定する。
所定の課程を履修した者について、２年次後期に卒業試験を行
い、成績が規定以上の者を卒業と認定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 地元の介護保険施設、学校へのボランティア活動、広報委員等

主に担当する教員が学生と保護者と連絡を取り面談を実施してい
る。

■サークル活動： 無

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
授業時数の３分の２（「介護実習」については５分の４）以上の出
席者に対し、試験を行い又は実習の成果を評価。

80人 34人 25人 4人 15人 19人

0時間 0時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1890時間 690時間 750時間 450時間

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

教育・社会福祉 福祉専門課程 介護福祉科
平成１５年文部科学省

告示第１４号

学科の目的
本校は、教育基本法、学校教育法に基づき医療福祉に関する知識と技術の習得を目的とする学科を設立し、高等教育の基盤の上にさらに高度な医療
福祉専門教育を施し、併せて豊かな人間形成をめざし現代社会に貢献し奉仕する熱意ある人材を育成することを目的とする。

０７７０－３２－１０００
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人青池学園 平成12年12月25日 青池　浩生
〒９１９‐１１４６
　福井県三方郡美浜町大薮７－２４－２
 （電話）

若狭医療福祉専門学校 平成12年12月25日 西村　久美子
〒９１９‐１１４６
　福井県三方郡美浜町大薮７－２４－２
 （電話） ０７７０－３２－１０００

（別紙様式４）

令和4年11月30日※１
（前回公表年月日：令和3年11月30日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別
③
①
③
③
③
③

（年間の開催数及び開催時期）

野村　治和 学校法人　青池学園 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

松本　昇 学校法人　青池学園 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

山﨑　敏 学校法人　青池学園 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

立井　昇平 リハぷらす 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

西村　久美子 学校法人　青池学園 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

玉井　由紀子 学校法人　青池学園 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　教員に対して、現在就いている職務または将来就くことが予想される職務に必要な知識、技能等を修得させることにより、その職
務の遂行に必要な教員の専門的な能力、資質等の向上を図るものとする。
　このことより、職務遂行能力を向上させることを目的として、必要な研修については勤務場所を離れて参加させることとする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　実習の場面を体験することで、学内では学べないことが学べ、学生の成長に大きな影響を与えるものである。また、学校教育の一
過程であり、学生・実習指導者・学校が各々の立場から一体となって進めることで、その教育効果（成果）が最大限に引き出されるも
のと考えている。
　地域に密着した、実績のある施設において担当介護士の指導体制の整っている施設を選定して実習を行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（前期、後期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
委員会における意見をもとに、教育課程の編成、科目内容等について検討、改善をしている。「生活支援技術」の中で、専門職として
の資質向上を図ること、さらに「介護過程１～４」においてもコミュニケーション能力、介護技術、記録、計画性においてより効果的で
具体的な教育課程を考察し、反映させたい。

（開催日時（実績））
第１回　令和3年9月7日　18：00～20：00　感染症拡大防止のため、個別ヒアリング実施
第２回　令和4年3月25日　16：00～17：00 感染症拡大のため中止

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

「教育の理念を踏まえ、現場で実践できる社会人基礎力である『生きる力』を育成する」
企業その他の関係機関との連携により、必要となる知識・技術・技能を授業等に反映するため、企業・業界団体等からの意見を十分
いかし、カリキュラムの改善等の教育課程の編成に取り組む。
　基本的な知識及び技能の確実な習得と思考力・判断力・表現力等の育成及び主体的に学習に取り組む態度を養うとともに、豊か
な心を育成する観点を踏まえた具体的な手立て等を示し、円滑な教育課程の編成・実施に資する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本校の教育課程編成委員会は学校関係者評価委員会による評価内容を基に教育内容、教育内容の客観的評価と改善提案を行
う。
この改善提案は企業連携のもと、実践的かつ専門的な観点から業界から求められる教育内容について検討する。
本委員会で改善、提案があった事項についは、学科長が中心となり学科教員とともにカリキュラムの構築や教育内容の改善・工夫を
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

北村　浩一 介護老人福祉施設　松寿苑 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

田中　文明 福井県若狭町社会福祉協議会 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

四本木　宣弘 特別養護老人施設　湖岳の郷 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

小林　裕和 医療法人　三愛会 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

増井　正清 敦賀市立敦賀病院 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期



②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「職員研修」
期間：令和4年6月～令和5年3月　　　　　　対象：全職員
内容：コンプライアンス研修、ビジネスマナー研修、指導力向上研修他

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
卒業生、近隣関係者、高校関係者ともに、業界関係者により構成される学校関係者評価委員会を組織し、自己点検・自己評価の内
容を審議・評価することを通し、その意見を教育活動及び学校運営に活用するとともに広く社会に公表する。これによって自己評価
結果の客観性・透明性を高め、専修学校と密接に関係する者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図ることを基本方針
とする。

研修名「未来（2040）を支える生活支援と介護福祉士～地域の理解と協力のもとに～」
（連携企業等：社団法人 日本介護福祉士養成施設協会）
期間：令和3年11月17日（水）　　　　　　対象：介護福祉科教員
内容：介護業界の現状とこれからについて等

事業名「文部科学省　分野横断型リカレント教育プログラム」
期間：令和2年～令和3年　対象：介護福祉科、日本語科
内容：生産性向上・人材不足解消に資する介護人材育成プログラム開発

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「介護施設の職場活性化に向けて」　（連携企業等：学校法人秋葉学園　成田国際福祉専門学校）
期間：令和3年12月13日(月)　　　　　対象：介護福祉科教員
内容：外国人介護人材の活用と介護職員の定着活躍支援

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「介護福祉士養成施設協会全国教員研修会」（連携企業等：社団法人 日本介護福祉士養成施設協会）
期間：令和4年11月17日（水）　　　　　　対象：介護福祉科教員
内容：未来（2040）を支える生活支援と介護福祉士について

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
教員に対して、研修棟にかかわる諸規定に基づき、全職員を対象とする研修のほか、理学療法に必要な知識、技能等を修得できる
研修への参加により、職務の遂行に必要な教員の専門的な能力、資質等の向上を図るものとする。とくに理学療法の発展のために
活動する職能団体ならびに関連学会が主催する研修には積極的に参加し、自己研鑽を図り、関連学会での発表についても促進す
る。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

介護実習Ⅰ-３
特養、老健、身障などの施設実習において個々に応じたケア
計画の実践を行う。
介護実習記録での振り返りや考察力を身につける。

特別養護老人ホームアニス松岡、特
別養護老人ホームグリーンンプラザ
博愛苑、介護老人保健施設リバーサ
イド気比の杜、介護老人保健施設眞
盛苑　特別養護老人ホーム第３和上

介護実習Ⅰ-２
グループホーム、施設の実習を体験し、利用者の状況に応じた
介護技術を適切に行う。介護従事者としての倫理や基本的な
態度を習得する。また、訪問介護実習についても体験をする。

グループホーム幸、グループホーム
あずさ、敦賀市社会福祉協議会、介
護老人保健施設ゆなみ、有限会社ラ
イフサービス

介護実習Ⅱ-１
受け持ち利用者の介護計画の作成・実施後の評価・計画修正
の介護過程を展開する。
夜間介護など介護従事者の多様な業務形態を体験する。

特別養護老人ホームことぶき荘、特
別養護老人あさむつ苑、特別養護老
人ホーム青芳、介護老人保健施設ヒ
バリヒルズ、特別養護老人ホーム高
浜けいあいの里

介護実習Ⅰ-１
通所の初期段階実習を体験し、利用者の生活を理解するとと
もに、介護従事者の業務内容や役割を理解する。

敦賀ケアセンターかくだ、デイサービ
スセンターグリーンプラザ博愛、通所
リハビリテーションじゃらん、デイサー
ビスセンター和上苑、ことぶき荘デイ
サービスセンター

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別
高等学校
企業等
専門家等
卒業生
専門家等

中村　健治 介護老人保健施設　ゆなみ 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

熊谷　誓成 美浜町社会福祉協議会 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

金森　誠 福井県立美方高等学校 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

川島　一郎 株式会社　斎藤経営 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

窪　博司 学校法人　青池学園 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:http://www.wakasa-iryo.com/teacherblog/

（８）学校の財務 ・事業報告書　
（９）学校評価 ・学校関係者評価の結果　・評価結果を踏まえた改善方策
（１０）国際連携の状況

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（５）様々な教育活動・教育環境 ・サークル活動　・ボランティア活動
（６）学生の生活支援 ・学生支援の組織、諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 ・学費、奨学金、教育ローン等

（２）各学科等の教育 ・入学者に関する受け入れ方針・カリキュラム・進級・卒業の要件・資格取得、検定合格等の実績、進路
（３）教職員 ・教員紹介、教職員の組織、校務分掌　・教員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・キャリア教育への取組状況　・実習・実技等の取組、就職

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校に関する教育活動の状況や内容及び資格取得など、学校全体の状況が把握できるような情報提供をすることにより、
関連業界等との連携・協力を図り、教育活動の改善や社会的信頼を得る。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ・教育理念、施設概要、アクセス、学校の沿革

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: http://www.wakasa-iryo.com/teacherblog/
公表時期：令和4年11月30日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

　実務的な職業教育を目的とした教育活動その他の学校運営について、地域、社会のニーズを踏まえた目標を設定し、そ
の達成状況や達成に向けた取り組みの適切さについて評価・好評することにより、学校として組織的・継続的な改善を図
る。　生徒や保護者、高等学校等の関係団体に適切な説明責任を果たすとともに、学校関係者に教育活動その他学校運
営について理解を得る。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和4年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 関係法令・設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、教育情報
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動
（１１）国際交流

（６）教育環境 施設・設備等、学外実習・インターンシップ等、防災・安全管理
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金
（８）財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

（３）教育活動 目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、資格・免許、
（４）学修成果 就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価
（５）学生支援 就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、保護者との

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システ

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
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1 ○
人間の尊厳と
自立

人間の尊厳について、歴史的経緯を学ぶとと
もに、現代社会における法制度や社会の構
造、人びとの意識について学ぶ。専門職とし
ての倫理観、価値感を形成する。

1
前

30 ○ ○ ○

2 ○
人間関係とコ
ミ ュ ニ ケ ー
ション

人間関係の理解を基礎に、コミュニケーショ
ンの構造を分析的に理解するように支援す
る。介護福祉士として、援助関係形成のため
のコミュニケーションの基礎的知識を学ぶ。

2
前

30 ○ △ ○ ○

3 ○
コミュニケー
ション基礎

基本的な文章の書き方を復習しつつ、適切な
報告書、記録の書き方を学び、コミュニケー
ションの基礎となる自己表現としての文章力
を養う。

1
前

30 ○ ○ ○

4 ○ 社会の理解Ⅰ

人間の生活と社会の関わり、自助から公助に
至る経過を理解することにより、個人が自立
した生活を営むというこは何かを考え、理解
するとともに、わが国における社会保障シス
テムについても理解を深める。

1
前

30 ○ ○ ○

5 ○ 社会の理解Ⅱ

近年の法制度、主に社会保障制度の大きな変
化に関して理解を深め、高齢者、障害者に関
する法や、個人情報保護、成年後見制度等に
ついても理解を深める。

1
後

30 ○ ○ ○

6 社会の理解Ⅲ

介護実践に必要な知識という観点から、社会
福祉の歴史や思想を理解し、社会保障制度・
介護保険制度・障害者総合支援制度等の法と
制度について学ぶ。変動する地域生活の課題
に関する専門的な知識を習得し、介護実践に
必要な教養と総合的な判断力・豊かな人間性

2
後

30 ○ ○ ○

7 在宅介護
在宅介護の目的や役割、対象や介護の特徴、
在宅介護に関連する制度やケアシステムなど
を体系的に理解する

1
後

30 ○ ○ ○

8 ○
地域フィール
ドワークⅠ

他者に伝える技術を自らが選んだ課題におい
て学び、調べ、まとめる中で身につけてい
く。その際、地域社会にそのフィールドをお
き、地域と個人、地域と福祉の関係性を体系
的に学んでいく。

1
前
後

60 △ ○ ○ ○

9
地域フィール
ドワークⅡ

近年の学生に多く見られる他者に伝える技
術を、自らが選んだ課題において学び、調
べ、まとめる中で身につけていく。その際、
地域社会にそのフィールドにおき、地域と個
人、地域と福祉の関係性を体系的に学んでい
く。

1
後

45 △ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（福祉専門課程 介護福祉科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



10 ○
協働・組織活
動

社会人として組織の一員として働く際、必ず
求められるのは協働力である。チームとして
の自己を自覚し、いかに効率的かつ俊敏に働
くことができるか。その中で他者との協力し
て働くことができるか。体験をとおし、学
ぶ。

2
前

20 ○ ○ ○

11 ○ 医学総論
介護福祉士として必要な人体の構造・機能・
疾患・症状・対応について学んでいくために
必要な基礎的な知識について学ぶ

1
前

30 ○ ○ ○

12 ○ キャリア形成

介護福祉士としての社会常識・身だしなみ・
接遇について学び、考え方・行動・話し方な
どを身につける
日本の歴史について学び、介護福祉士として
高齢者の生活史・思考・行動などを理解する

1
前

15 ○ ○ ○

13 ○
国家試験対策
講座Ⅰ

介護福祉士国家試験の合格圏内に入る学力を
身につける
学生同士が学びあう姿勢を育てる

2
前

30 ○ ○ ○

14 ○
国家試験対策
講座Ⅱ

介護福祉士国家試験の合格圏内に入る学力を
身につける
学生同士が学びあう姿勢を育てる

2
後

45 ○ ○ ○

15 ○ 介護の基本A
介護福祉士を取り巻く状況や役割・機能につ
いて倫理面を中心に学ぶ。

1
前

60 ○ ○ ○

16 ○ 介護の基本B
尊厳を保持する、自立を考える介護について
ICFノーマライゼーションの理念の基礎を学
ぶ。

1
後

60 ○ ○ ○

17 ○ 介護の基本C
介護サービスにおける連携・介護における職
業人としての倫理・健康管理について学ぶ。

2
前

30 ○ ○ ○

18 ○ 介護の基本D
介護におけるリスクマネージメントや介護従
事者の介護における安全の確保などについて
学びを深める。

2
後

30 ○ ○ ○

19 ○
コミュニケー
ション技術A

「聴覚障害」を理解し、聴覚障害者への配慮
や工夫ができる能力を養う。点字学習を通じ
て視覚障害者との意思疎通を図り、障害の理
解を促進する。

1
前

45 ○ ○ ○

20 ○
コミュニケー
ション技術B

人間の理解にあるコミュニケーション技術導
入的内容を応用しながら、より実践に活用で
きる能力を習得する。

1
後

15 ○ ○ ○



21 ○
生活支援技術
Ⅰ-1

リハビリテーションからみた介護技術につい
て学ぶ。

1
後
2
前

45 △ ○ ○ ○

22 ○
生活支援技術
Ⅰ-2

自立に向けた家事介護の中で特に「介護食」
について、基礎的な知識の習得と「介護食
士」として、安全で的確な食事介助の方法を
学ぶ。

1
後

60 △ ○ ○ ○

23 ○
生活支援技術
Ⅰ-3

レクリエーションに関する基礎知識、レクリ
エーション指導の理論、レクリエーション
サービス論を基本から展開へと段階的に理解
し学習していくことにより、介護におけるレ
クリエーションの多様性を確認する。

1
後

30 △ ○ ○ ○

24 ○
生活支援技術
Ⅰ-4

住環境について自立に向けた介護の実践がで
きるように、基礎知識を学ぶ。また、より豊
かな生活を実現する方法として、アロマセラ
ピーを学びその知識を習得する。

2
前

60 △ ○ ○ ○

25 ○
生活支援技術
Ⅰ-5

尊厳・自立・生活の豊かさを維持していくた
めに本人主体の生活が継続できるよう、根拠
に基づいた介護実践ができるよう知識・技術
を学習する

1
前

15 △ ○ ○ ○

26 ○
生活支援技術
Ⅰ-6

身じたくの意義や効果について理解し、事例
展開による利用者の状態に応じた自立に向け
た介護技術を学ぶ。また、家事介護の演習に
より自立した生活への支援につながるよう工
夫や支援のあり方について学ぶ。

1
前
後

45 △ ○ ○ ○

27 ○
生活支援技術
Ⅰ-7

排泄、入浴、睡眠、終末期の介護についての
知識を深める。また、さまざまな障害を認め
る人の生活援助技術について理解を深める。

2
前
後

60 △ ○ ○ ○

28 ○
生活支援技術
Ⅱ-1

尊厳の保持や自立支援、生活の豊かさの観点
から、本人主体の生活が継続できるよう、根
拠に基づいた介護実践を行うための知識・技
術を習得する

1
前

30 △ ○ ○ ○

29 ○
生活支援技術
Ⅱ-2

尊厳の保持や自立支援、生活の豊かさの観点
から、本人主体の生活が継続できるよう、根
拠に基づいた介護実践を行うための知識・技
術を習得する

1
後

30 △ ○ ○ ○

30 ○
生活支援技術
Ⅱ-3

ICFの視点を生活支援に活かすことの意義を理
解し、自立に向けたADL、IADL、人生の最終段
階における介護の意義と福祉用具活用につい
て基礎的な知識・技術を学ぶ

1
後

30 △ ○ ○ ○

31 ○
生活支援技術
Ⅱ-4

ICFの視点を生活支援に生かすことの意義を理
解し、障害のある人が尊厳を保ちながら自己
の能力を活用・発揮した本人主体の生活がで
きるよう、根拠に基づいた介護実践を行うた
めの知識と技術を学ぶ

2
前

30 △ ○ ○ ○

32 ○
生活支援技術
Ⅱ-5

障害者編では、精神障害のある人の生活援助
技術や高次機能障害を認める人の生活支援の
基本、認知症・難病及び全介助を要する人の
生活援助技術について理解を深める。

2
後

15 ○ ○ ○



33 ○ 介護過程１

利用者の身近な事例をとおして利用者とのコ
ミュニケーションから介護実践まで、および
実践後の振り返りのプロセスを検討すること
で利用者の生活を統合して理解し、介護実践
に生かす考え方を学ぶ。

1
前

30 △ ○ ○ ○

34 ○ 介護過程２
複数の障害形態や心身機能低下からの介護の
必要性のある事例に基づき、実習の学びや現
場の臨床例なども交え、実践力を養う。

1
後
2
前

30 △ ○ ○ ○

35 ○ 介護過程３
介護過程の実践的展開について具体的な立案
から実施までがスムーズにできるよう学びを
深める。

2
前

30 △ ○ ○ ○

36 ○ 介護過程４
介護過程の実践的展開とチームアプローチ
（介護・医療・保健との連携あるいは終末期
における介護の展開）

2
後

15 △ ○ ○ ○

37 ○ 事例研究

介護過程の展開の一連の流れを基に事例をま
とめることで実践的な学習を深める。社会が
抱えるケアの課題を組織的に取り組み解決し
ていくためのケアマネジメントの学びを深め
る。

2
後

45 △ ○ ○ ○

38 ○
介護総合演習
１

実習施設と実習に対する動機付けをする。介
護実習Ⅰの事前学習として、実習関連書類の
把握や記入の仕方、目標の設定を行い、実習
後には実習を振り返り個別の課題を整理す
る。

1
前

30 △ ○ ○ ○

39 ○
介護総合演習
２

事例を活用しケアプランを立案できる能力を
養い、介護実習Ⅱに備える。

1
後

30 △ ○ ○ ○

40 ○
介護総合演習
３

学内の授業と介護実習で得た知識や技術を総
合し、介護過程が展開できる能力を備えるよ
うに個別の支援を行う。グループでの発表や1
年生に対する発表を通じ、個々人の体験を多
様な場面で伝える能力を養う。

2
前

30 △ ○ ○ ○

41 ○
介護総合演習
４

最終段階の施設実習を行うため、実習前およ
び中間・最終振り返りを通じて、より専門職
としての実践力を身につける。

2
後

30 △ ○ ○ ○

42 ○
介護実習Ⅰ-
１

通所の初期段階実習を体験し、利用者の生活
を理解するとともに、介護従事者の業務内容
や役割を理解する。

1
前

75 ○ ○ ○ ○ ○

43 ○
介護実習Ⅰ-
２

グループホーム、施設の実習を体験し、利用
者の状況に応じた介護技術を適切に行う。介
護従事者としての倫理や基本的な態度を習得
する。また、訪問介護実習についても体験を
する。

1

後
75 ○ ○ ○ ○ ○

44 ○
介護実習Ⅰ-
３

特養、老健、身障などの施設実習において
個々に応じたケア計画の実践を行う。
介護実習記録での振り返りや考察力を身につ
ける。

2
前

105 ○ ○ ○ ○ ○



45 ○ 介護実習Ⅱ

受け持ち利用者の介護計画の作成・実施後の
評価・計画修正の介護過程を展開する。
夜間介護など介護従事者の多様な業務形態を
体験する

2
後

195 ○ ○ ○ ○ ○

46 ○
こころとから
だ の し く み
Ⅰ

「からだのしくみとはたらき」について、系
統的に学習し、生体の構造・機能と生命の終
焉について理解を深める。

1
前
後

30 ○ ○ ○

47 ○
こころとから
だ の し く み
Ⅱ

「こころのしくみ」について、脳のつくりと
働きの理解、こころと脳のつながり、こころ
のしくみに関する基礎的な諸理論について学
ぶ。

2
前

45 ○ ○ ○

48 ○
こころとから
だ の し く み
Ⅲ

「こころとからだのしくみ」の振り返りとし
て、食事、排泄、移動の身体的、精神的、社
会的意義・目的と機能低下による影響と対応
を理解する。

2
後

45 ○ ○ ○

49 ○
こころとから
だ の し く み
Ⅳ

介護サービスを実際に提供する際に必要な観
察力・判断力の根拠となる人間のこころのは
たらきやしくみを理解する。

2
前

30 ○ ○ ○

50 ○
発達と老化の
理解Ⅰ

人間の成長と発達を理解するために、生涯発
達心理学の基礎について学ぶ。老年期の発達
と成熟について老年期の定義や発達について
学び、加齢に伴う心身機能の変化や日常生活
への影響、また心理についても学ぶ

1
前
後

60 ○ ○ ○

51 ○
発達と老化の
理解Ⅱ

人間の成長と発達の過程における身体的・心
理的・社会的変化と老化が生活に及ぼす影響
について学び、
ライフサイクルの特徴に応じた生活を支援す
るために必要な基礎的知識を習得する

1
後

30 ○ ○ ○

52 ○
発達と老化の
理解Ⅲ

人間の成長と発達の過程における身体的・心
理的・社会的変化と老化が生活に及ぼす影響
について学び、
ライフサイクルの特徴に応じた生活を支援す
るために必要な基礎的知識を習得する

1
後

30 ○ ○ ○

53 ○
認知症の理解
Ⅰ

認知症の症状を理解し、介護者を悩ます行動
障害についてもその背景を理解することで具
体的な対応策に繋がることや他職種との連携
について学ぶ。

1
後
2
前

60 ○ ○ ○

54 ○
認知症の理解
Ⅱ

認知症の人の心理・身体機能・社会面に関す
る基礎的な知識を習得し、認知症の人を中心
にすえ、本人や家族・地域の力を生かした認
知症ケアについて理解するための基礎的な知
識を学ぶ

2
前

30 ○ ○ ○

55 ○ 障害の理解Ⅰ

障害をもつ者の理解をし、支援を考える能力
を身に付けるための講義、ビデオ鑑賞などで
追体験し、地域の連携や家族についても考え
る。

1
後

60 ○ ○ ○

56 〇 障害の理解Ⅱ

障害をもつ人の心理・身体機能・社会的側面
に関する基礎的な知識を習得し、障害のある
人の地域での生活を理解し本人のみならず家
族や地域を含めた周囲の環境への支援を理解
するための基礎的な知識を学ぶ

2
前

30 ○ ○ ○



57 ○ 医療的ケアⅠ

医療的ケア実施の基礎として、医療的ケアとはどう
いうものか、また介護福祉士が「喀痰吸引」や「経
管栄養」の医療行為の一部を業として行うことがで
きるようになった背景など、医療的ケアを安全に実
施するための基礎的ケアについて学ぶ。

1
後

30 ○ ○ ○

58 ○ 医療的ケアⅡ
安全に確実な痰の吸引や経管栄養法を実施す
るための基礎的知識、技術を習得する。

2
前

30 ○ ○ ○

59 ○ 医療的ケアⅢ

医療的ケアとして、介護福祉士が行う喀痰吸
引と経管栄養についての実技を安全に実施で
きるように演習を実施した後、技術テストを
受けるとで確実な技術を習得する。

1
後
2
後

30 ○ ○ ○ ○

　　　５９科目 ２０１６単位時間(      単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合については、主たる方法
について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

・全ての単位を修了したと認めた者に対して学校長が卒業を認定する。
・学習評価が、科目試験及び追試験、実習施設での評価、出席状況により行う。
・単位認定については各授業科目の学習評価で合格した者に認定する。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計


